
 
 

 

平成平成平成平成 29292929 年度年度年度年度    第第第第５５５５回回回回    政策決定政策決定政策決定政策決定会議会議会議会議    会議録会議録会議録会議録①①①①    

                                                                                                                                                                                                                                                                        

◆開催日時：平成 29 年 10 月２日（月） 16：03～16：13 

◆開催場所：市長公室 

◆出席委員：信貴市長、大原副市長、根耒副市長、樋口教育長 

                                                                     

◆審議事項 

・平成 30 年度予算編成方針について・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・財政課 

⇒承 認 

                                                                     

◆審議概要 

 

『『『『平成平成平成平成 30303030 年度予算編成方針について年度予算編成方針について年度予算編成方針について年度予算編成方針について』』』』    

    

〈説 明 者〉根耒副市長 

〈補助説明者〉大西総務部長、西田財政課長、淺野調整主幹、松阪予算担当長 

 

 

◎根耒副市長から、案件及び政策調整会議における議論の内容を説明し、政策調整会議にて本件、

指摘があった点を修正したうえで政策決定会議に付議するよう指示した旨、報告。 

※案件内容は付議依頼書に基づき説明。政策調整会議における議論内容は、以下のとおり説明。 

   【政策調整会議における議論内容】 

      ①国において雇用・所得環境が大きく改善している旨が記載されているにも関わらず、本市の状況

に関する記載がないため、追記すること。 

②『「改革」を断行する』など、全体的に極端な表現が多い。言葉の表現に注意すること。 

③生活保護統計の報告数値誤りによる交付税錯誤分の返還に関する記述を削除すること。 

 

◎説明後、質疑応答 

 

〈市 長〉行財政再建プランの策定過程のなかで、『選択と集中』という視点をもって、事務事業の見

直しを図っている。長期的な財政構造の改善についても、今後の重要課題である。また、義

務的経費の確保に加え、『最優先目指す成果・優先目指す成果』や定住人口の増加に関

する取組は実施していかなければならない。財源確保が重要となってくる。 本方針を庁内

各課に十分説明し、予算の編成にあたること。 

〈根耒副市長〉本案件について、原案のとおり承認してよいか。 

【異議なし】 

    ⇒本件を原案のとおり承認する。⇒本件を原案のとおり承認する。⇒本件を原案のとおり承認する。⇒本件を原案のとおり承認する。    



別記様式（第 14 条関係） 

 

 

    平成 29 年９月 21 日 

 

 

 

政策調整会議付議依頼書政策調整会議付議依頼書政策調整会議付議依頼書政策調整会議付議依頼書    

 

 

 

依頼者名   総務部長   

 

 

 下記事項について、効果的かつ効率的な市政運営実施のための会議の設置に関する規程第

14 条の規定に基づき、下記のとおり付議を依頼します。 

 

 

記 

 

付議事項名 平成 30 年度予算編成方針について 

付議の目的 
（ポイントを絞り込んで、簡潔

に記載すること。） 

平成 30 年度予算編成にあたり、その骨子となる予算編成方針に

ついて、付議する。 

 

■効果的かつ効率的な市政運営実施のための会議の設置に関

する規程第３条第２号に該当 

説明者 

西田財政課長 

浅野調整主幹 

松阪 

付議事項の概要 様式別紙に記載（必ず別紙様式をご提出ください。） 

 

 



別紙

★取組の目的★取組の目的★取組の目的★取組の目的

★総合計画上の位置付け★総合計画上の位置付け★総合計画上の位置付け★総合計画上の位置付け

基本目標

↑ここにコードを入力 達成された姿

目指す成果

行政の役割

★現状と課題★現状と課題★現状と課題★現状と課題

（単位：千円）
予算額

H27年度 H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度 H34年度

H30年度 H31年度 H32年度 H33年度 H34年度

0 0 0 0 0

        

★当該事項に関連する人員増の必要性★当該事項に関連する人員増の必要性★当該事項に関連する人員増の必要性★当該事項に関連する人員増の必要性
※※※※

H30年度 H31年度 H32年度 H33年度 H34年度

★取組の効果を表す指標★取組の効果を表す指標★取組の効果を表す指標★取組の効果を表す指標

単位 H27年度 H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度 H34年度

①

②

※事業費及び人員を確約するものではない。

目標値

指標名

付議会議

付議事項

平成29年度　　第５回会議

平成30年度予算編成方針について

無

実施中の取組及び予定する事項

Ⅱ－２　適正で、分かりやすい行財政運営をする

(2)持続可能な財政運営が行われている

②計画的に財政運営が行われている

ア　中長期の視野に立ち、効果的・効率的な財源配分を行う

（コードは「総計体系」を参照）

有

国費

府費

起債

一般財源

対象 職員

どのような
状態を目指す

平成30年度予算編成にあたり、その骨子となる予算編成方針について、付議する。

■効果的かつ効率的な市政運営実施のための会議の設置に関する規程第３条第２号に該当

202020201202020201202020201202020201

計

0000

平成30年度予算編成にあたり、その骨子となる予算編成方針について、付議する。

■効果的かつ効率的な市政運営実施のための会議の設置に関する規程第３条第２号に該当

人員増の必要性

その他

財源内訳

事業費

決算（見込額） 見込額


